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〇ＪＡ・地域の概要

〇ＪＡ・地域の概要

・上浦町

人口 2,368人

・大三島町

人口 2,546人

（令和５年3月末現在）

災害農地再編復興園地 大苗育苗風景
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上浦地区集荷実績推移と見込

・平成４年をピークに減少

・令和８年産には大台を割る

〇概要

・生産者数は平成25年ごろより減少

・柑橘単価は年々上昇
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上浦地区青果部 出荷者数と平均精算単価、見込

出荷者数 精算単価

〇概要



知人

地域コミュニティ

少子高齢化

労働力不足

農家

親戚

友人

親戚

減反

荒廃園化

地域農家

現状維持 限界

スロー化

〇地域内労働力

〇労働力支援・担い手確保

新規就農サポート事業 心耕隊 麦心 農業生産法人 ファーム咲創

支 援 対 象 就農希望者 組合員 農家組合員 地域農家・就農希望者

支 援 者 ＪＡ職員 咲創社員

目 的

農業研修
技術・経営等

柑橘の農作業受託 農業お手伝い訪問
農家との信頼強化
職員育成

新規就農者育成
農作業支援（水田利用型）
農業生産（農地円滑化補完）

期 間

原則２年間 委託内容に合わせて
※１作業最大10日間

上・下期に各１日 研修：原則２年間
支援：委託内容に合わせて
生産：農地集積に合わせて



必要 13

不要1

労働力マッチング事業や

人材バンクの必要性

〇地域のニーズ

農家は 労働力支援
を求めている！

〇ＳＷＯＴ分析
好影響 悪影響

機会（O） 脅威（T）
移住したいと思う環境がある 法人格の新規参入

移住者が多い 高齢化（離農者の急増）
スマート農業の発展 荒廃園の増加（耕作農地の減少）
農地を守りたいという想い ストレス社会（メンタルヘルス問題）

外部環境 サイクリング・ソロキャンプ

週休3日制・在宅ワーク
一定数の新規就農者

移住者を受け入れる環境 島という条件的不利地（交通弱者）
農業をしたいと思う人の存在 柑橘栽培の土地

援農を求める声の多さ 周年雇用の体制がない
多品目栽培（収穫期長い） 傾斜園地

農協の組織力 人手不足

内部環境 柑橘単価の上昇 宿泊施設がない

農地を守りたいという想い

強み（S） 弱み（W）



〇ターゲットとなるポジショニング

ＳＴＰ分析から・・・

①非農家JA職員

②非農家住民

③新規就農者

④管外の住民

に対して展開を行う！

〇対応すべきポイント

麦心
咲創

心耕隊

新規就農
サポート事業

特定の者 不特定多数

長期

短期

未対応

未対応



ＪＡ
（職業紹介事業者）

求職者
（援農希望者）

求人者
（農家組合員）

紹介あっせん
応
募

求
人

無料職業紹介
彩収人（いろどりびと）

〇提案内容

①ＪＡ職員に対して

〇付加価値

・休日を活用した副業

・農家とのコミュニケーション

〇その他特徴

・時給は経験等で高め設定

・イントラ・職場内回覧で

迅速な情報提供



②地域住民に対して

〇付加価値

・閑散期・休日を活用した副収入

〇その他特徴

・ＪＡ広報・地域店舗・コミュニティ

を活用した情報提供

③新規就農者に対して

〇付加価値

・農業技術向上

・地域農家との交流

〇その他特徴

・研修所から迅速な情報提供

・アフターフォローを兼ねる



④地域外の住人に対して

〇付加価値

・農業体験

・農村からの美しい景観

〇その他特徴

・企業、観光地、ＨＰ等で周知

・本州には50万人都市

さらに・・・

在住地域に合わせて

レインボー商品券を支給！

系統店舗の利用高確保が可能！！



〇導入に向けたスケジュール

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

盛

・

求

人

情

報

周

知

・

農

家

要

望

調

査

★

試

験

導

入

マ

ッ

チ

ン

グ

開

始

★

試
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問

題

点

修

正

農

家

要
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査

マ

ッ
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ン

グ

開

始

対象

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

裏年 表年 裏年 表年

上浦町

マ

ッ

チ

ン

グ

開

始

農

家

要

望

調

査

マ

ッ

チ

ン

グ

開

始

その地域

農

家

要

望

調

査

井口

瀬戸崎

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

該当地域要望調査開始

リスト作成

マッチング開始

該当地域要望調査開始

リスト作成

マッチング開始

営農指導課 該当地域の栽培講習会にて情報発信開始

対象

令和６年度 令和７年度

地域拠点

該当地域要望調査開始

リスト作成

マッチング開始

新規就農

サポート事業所

地域内情報発信

援農者リスト整理

地域内・外情報発信

援農者リスト整理

組織広報課 試験導入事例取り上げ
導入事例取り上げ

マスコミ報道
毎年恒例のマスコミ報道開始

令和９年度

裏年 表年 裏年 表年

令和８年度

〇導入に向けたスケジュール


	スライド 1: 労働力支援から始まる 　　　農業関係人口とＪＡファン獲得
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ①ＪＡ職員に対して
	スライド 15: ②地域住民に対して
	スライド 16: ③新規就農者に対して
	スライド 17: ④地域外の住人に対して
	スライド 18: さらに・・・
	スライド 19: 〇導入に向けたスケジュール
	スライド 20: 〇導入に向けたスケジュール

